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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )

天

地

7

ひ
こ
に
ゃ
ん
　
イ
ン
ス
タ
始
動

 

動
画
、
写
真
で
魅
力
さ
ら
に

県内発　ウナギ料理の自販機
ざいもん湖吟　本格品を 24 時間

子ども応援　寄付金が1000万円に
 市社協「はぴとも基金」　団体助成に活用

純
吟
「
生
乍
自
由
」　
世
界
の
銀
賞

 

佐
藤
酒
造
「
挑
戦
す
る
人
に
」

　

ウ
ナ
ギ
料
理
店
「
ざ
い
も
ん
湖

吟
」
（
長
浜
市
朝
日
町
）
は
、
県

内
で
初
め
て
ウ
ナ
ギ
の
蒲
焼
き
な

ど
を
そ
ろ
え
た
自
動
販
売
機
を
店

頭
に
設
置
し
た
。
24
時
間
稼
働
し

て
お
り
、
い
つ
で
も
本
格
的
な
ウ

ナ
ギ
料
理
を
味
わ
え
る
。

　

販
売
商
品
は
「
鰻
蒲
焼
き
ハ
ー

フ
サ
イ
ズ
」
（
２
５
０
０
円
）
、

「
う
な
丼
の
具
」（
２
０
０
０
円
）
、

「
鰻
白
焼
き
ハ
ー
フ
サ
イ
ズ
」（
２

と
い
う
思
い
を
込
め
て
開
発
し
た
。

リ
ン
ゴ
酸
の
酵
母
で
発
酵
さ
せ
、

仕
込
み
水
に
硬
水
と
軟
水
を
使
う

な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
、
刺
身
や
酢

の
物
な
ど
素
材
の
味
を
生
か
し
た

料
理
に
合
う
と
い
う
。

　

佐
藤
社
長
は
「
こ
れ
か
ら
酒
を

飲
む
人
に
も
な
じ
み
や
す
い
飲
み

味
。
新
社
会
人
や
新
し
く
何
か
に

挑
戦
す
る
人
に
勧
め
た
い
」
と
話

し
た
。
１
８
０
０
㍉
㍑
入
り
４
０

７
０
円
、
７
２
０
㍉
㍑
入
り
１
９

８
０
円
で
販
売
し
て
い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

る
シ
ー
ン
も
出
て
く
る
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

ら
れ
る
。
「
お
仕
事
じ
ゃ
な
い
時

間
は
、
こ
う
や
っ
て
彦
根
の
素
敵

な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
る
ん
で
す
ね
」

「
夏
な
の
で
熱
中
症
に
は
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
投
稿
も
相

次
い
で
い
る
。

　

「
ひ
こ
に
ゃ
ん
は
彦
根
城
が
住

所
で
す
」
と
題
し
た
動
画
は
、
大

名
庭
園
・
玄
宮
園
で
撮
影
し
て
い

る
。
「
暴
れ
ん
坊
将
軍
」
の
テ
ー

マ
音
楽
に
乗
っ
て
橋
を
渡
り
、
茶

屋
・
鳳
翔
台
で
く
つ
ろ
ぐ
場
面
も

あ
る
。
さ
ら
に
園
内
で
の
田
植
え

作
業
を
、
扇
子
を
振
っ
て
応
援
す

５
０
０
円
）
、
「
合
鴨
ロ
ー
ス
」

（
１
５
０
０
円
）
な
ど
。
店
内
で

調
理
し
た
ウ
ナ
ギ
を
真
空
パ
ウ
チ

に
入
れ
て
急
速
冷
凍
し
て
あ
り
、

５
分
湯
せ
ん
す
れ
ば
食
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

同
店
は
２
０
２
０
年
９
月
に
開

業
し
、
三
河
産
の
肉
厚
な
ウ
ナ
ギ

を
関
西
風
の
腹
開
き
で
さ
ば
き
、

香
ば
し
く
焼
き
上
げ
た
蒲
焼
き
が

売
り
。
自
販
機
導
入
に
当
た
っ
て
、

長
浜
商
工
会
議
所
の
支
援
を
受
け
、

国
の
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
を
利
用
し
た
。

　

同
店
は
「
地
元
客
、
観
光
客
問

わ
ず
、
多
く
の
方
に
気
軽
に
ウ
ナ

ギ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
し
て

い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

「はぴとも基金」を活用して
運行するフリースクール送迎車

　

彦
根
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運

営
す
る
「
子
ど
も
の
幸
せ
応
援
基

金
（
は
ぴ
と
も
基
金
）
」
に
、
総

額
１
０
０
０
万
円
近
く
の
寄
付
金

が
集
ま
っ
て
い
る
。
基
金
は
２
０

２
１
年
度
、
子
ど
も
支
援
団
体
の

助
成
な
ど
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
。

①
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
②

子
ど
も
用
品
、
学
用
品
の
再
利
用

③
フ
ー
ド
バ
ン
ク
④
学
校
休
暇
中

の
弁
当
配
布―

―

と
い
っ
た
活
動

に
対
し
、
年
間
最
大
５
万
円
を
助

成
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
同
社
協

の
事
業
（
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の

児
童
送
迎
、
父
親
同
士
の
交
流
会
）

に
も
活
用
し
て
い
る
。

　

基
金
へ
の
寄
付
金
は
21
年
度
47

件
（
計
３
０
７
万
７
６
５
２
円
）

▽
22
年
度
39
件
（
１
３
２
万
９
６

犬 と 散 歩 す る 「 ひ こ に ゃ ん 」 の 写
真 が ア ッ プ さ れ た イ ン ス タ グ ラ ム

ＩＷＣで銀賞を受賞した「生乍
自由」を手にする佐藤硬史社長

　

彦
根
市
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
は
６
月
、
公
式

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
た
。

ユ
ー
ザ
ー
名
はhikonyan_

hikone

。
こ
れ
ま
で
の
公
式
フ

ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
加
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
発
信
を
さ
ら
に
強
化
す
る
。

同
市
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
課
は

「
ア
ル
バ
ム
形
式
の
写
真
や
短
い

動
画
を
盛
り
込
み
、
そ
の
魅
力
を

最
大
限
発
揮
し
た
い
」
と
話
す
。

　

す
で
に
ひ
こ
に
ゃ
ん
が
犬
を
散

歩
さ
せ
た
り
、
バ
ラ
園
や
し
ょ
う

ぶ
園
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
姿
が
見

　

佐
藤
酒
造
（
長
浜
市
榎
木
町
）

の
純
米
吟
醸
酒
「
生
乍
自
由
（
う

ま
れ
な
が
ら
じ
ゆ
う
）
」
が
世
界

最
大
規
模
の
審
査
会
「
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ワ
イ
ン
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）
２
０
２
３　
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｅ
（
日
本
酒
）
部
門
」
で
銀

賞
に
輝
い
た
。
英
・
ロ
ン
ド
ン
で

審
査
が
行
わ
れ
た
。

　

蜜
リ
ン
ゴ
を
か
じ
っ
た
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　

軽
快
で
フ
レ
ッ

　
　
　
　
　
　
　

シ
ュ
な
飲
み
味

　
　
　
　
　
　
　

が
特
長
で
、
佐

　
　
　
　
　
　
　

藤
硬
史
社
長
が

　
　
　
　
　
　
　

創
業
時
の
気
持

　
　
　
　
　
　
　

ち
を
忘
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　

「
自
分
を
信
じ

　
　
　
　
　
　
　

自
分
ら
し
く
チ

　
　
　
　
　
　
　

ャ
レ
ン
ジ
す
る
」

ざ
い
も
ん
湖
吟
の
店
頭
に
置
か

れ
た
ウ
ナ
ギ
料
理
の
自
動
販
売
機

２
２
円
）
▽
23
年
度
（
５
月
末
現

在
）
は
９
件
（
５
０
６
万
１
４
１

６
円
）
で
、
こ
の
う
ち
５
０
０
万

円
は
今
年
４
月
に
匿
名
の
個
人
が

寄
せ
た
も
の
だ
と
い
う
。
寄
付
や

助
成
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
０

７
４
９
・
22
・
２
８
２
１
（
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
はhapitom

o@
hikone-shakyo.or.jp

）
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】


